
  ホッパーガンのメンテナンスについて 
 

○ メンテナンスの時期 

 

通常は、３回に１回程度。または、レバーやノズルに異常が出た時など。しかし、

異常の出る前に定期的に行うほうが望ましい。 

 

○ メンテナンスに使用する道具 

 

万力（ホッパーガンを固定する為）・スパナ・プライヤー・金槌・千枚通し（ノズル

を叩き出す為）・グリス・ルーター・２ミリの鉄鋼用のビット・サンポール・ウエス 

 

○ メンテナンスの手順      ※説明書の中のパーツナンバーを使用しています。                 

                     ※別紙 手順写真を参照下さい。 

 

①  №3101から、№3112及び№3113をはずす。 

 

②  №3101 から、№4109 を叩き抜く。その際、千枚通しをノズルに差込叩きぬ

く。 

③  №3107をはずす。 

 

④  №3120をはずし、これからエアーホース用のノズルをはずす。 

 

⑤  №3101を、サンポールの薬液（５倍～１０倍程度の希釈）につける。 

 

⑥  №4109のノズルについたネタを、ドリルで削り落とす。一緒に、外側につい

ているネタも落とす。 

⑦  №3101をサンポール薬液の中から取り出し、ついているネタを落とす。特に、

噴出し口の中にネタが付着しやすいのでルーター等で落とす。 

⑧  №3120についたネタを落とす。エアーを調節する絞りの中にも、ネタが付着

することがあるので止ピンを取りはずして清掃する。 

⑨  全てのネジ山にグリスを塗る。 

 

⑩  №3108及び№3111・№3115のオーリング周辺にグリスを塗る。 

 

⑪  №3112の内部、№4109の全体にグリスを塗る。 

 

以上を行ったら、全てを組み付ける。 

※ Oリング等の規格品は、日本の物と互換性があるようです。 



メンテナンス手順写真

①
･メンテナンス手順番号①～④に対応した

　画像です。

･手順書の番号どおりに外していけば、簡

　単です。

②
･メンテナンス手順番号⑤に対応した画像

　です。

･長時間浸しておくと劣化しますので注意

　して下さい。

③
･メンテナンス手順番号⑥に対応した画像

　です。

･2ミリの鉄鋼用の刃を使用します。



メンテナンス手順写真

④
･メンテナンス手順番号⑦と⑧に対応した

　画像です。

･ルーター等を使用すると便利です。

⑤
･メンテナンス手順番号⑨と⑪に対応した

　画像です。

･KURE556以外の潤滑剤を使用して下さい。

　

･他の所も塗って下さい。

⑥
･メンテナンス手順番号⑩に対応した画像

　です。

･これらの部品が、Oリングを使用していま

す。使用する外径は、9ミリと10ミリです。




